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Recipe
洛

陽 №８

＜材料（２人分）＞  

さわら（60ｇ）２切
木の芽 １ｇ
砂糖 小さじ1杯
酒 小さじ１杯
みそ 大さじ１杯

＜作り方＞
①さわらの両面に塩（分量外）をふって少し置き、出てきた水気を
キッチンペーパー等でふき取る
②木の芽をみじん切りし、砂糖、酒、味噌と混ぜ合わせる
③さわらを魚焼きグリルに並べ薄く色づくまで焼く（5分程）
④さわらの片面に②をぬり、味噌がこんがりと色づくまで焼く
※木の芽はすり鉢ですりつぶすとより香りが立ちます
※より簡単に！木の芽味噌を魚全体にぬってフライパンにアルミホ
イルを敷いた上に魚を並べ中～弱火で片面5分ずつ焼いてください
くっつきやすいのでアルミホイルには薄く油を引いてくださいね

☆ポイント
今回のレシピでは中みそ（合わせみそ）を使用していますが、白みそに変
えても美味しいですよ 白みそは味噌の中でも塩分濃度が低いため更に塩
分が控えられます 白みそは少し甘味があるので、使う場合は砂糖の量を
少し減らしてくださいね

洛陽病院では地域の皆さまと手と手を
取り合い、連携を図っていく事により、
よりよい医療を目指しています。Vol.８

て と て

特別養護老人ホーム

洛 翠 園
さんにお話しをお聞きしました
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入院中のK.Aさんに書いていただきました
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地元岩倉のブルージュ洛北さん

洛陽病院に出張販売に来られました！

開店前からお客様が集まり出し午前中

にはほぼ売り切れ追加発注となるほど

の人気ぶりでした！

定番のパンやスイーツなど贅沢に並び、

お客様も負けぬほど皆並びました。

栄養科では病院のお食事を美味しいと言っていただけるよう毎食心を込め

て手作りしています。今回はさわらの木の芽味噌焼き木の芽とは主に山椒

の若葉を指し、さわやかな香りとピリッとした辛味が特徴です。調味料が

少なめでも木の芽の風味が物足りなさを補ってくれるので塩分を控えたい

方におすすめのメニューです。ぜひご賞味ください。

さわらの木の芽味噌焼き

左京区岩倉の北部に位置する特別養護老人
ホームです。開設は２００１年の３月で現在
は５４床で運営させて頂いております。要介
護３以上の方が対象になり、日常生活の介護
は介護職員・看護師・栄養士といった施設職
員で対応させて頂いております。近くには岩
倉具視幽棲旧宅や実相院等があり、歴史を感
じられる場所にあります。今後ともどうぞよ
ろしくお願い致します。

社会福祉法人 岩蔵の郷
特別養護老人ホーム

洛 翠 園
〒606–0034
京都市左京区岩倉村松町203

TEL.075-707–7878
FAX.075-702-3111

Welcome to RAKUYO！

新入職のみなさんです
よろしくお願いします！



その一歩を地域とともに

透析治療で入院中の患者様へのリハビリ、さらに外来透析で当院をご利用される患者様のリハ
ビリも実施しています。
入院中は患者様の体調の良い時間帯に合わせて運動療法を提供することで運動機能の低下の
予防を目的としています。
外来透析の患者様は、透析通院日を利用してリハビリを実施しています。
透析中の運動療法は筋力を維持する事だけにとどまらず、血液循環が良くなることで透析の質
が向上すると言われています。
５年後、１０年後へと患者様が健康を維持できるよう努めます。

透析リハビリ

訪問リハビリ

地域への貢献

カンファ（多職種協働）
ご退院後、自宅でのリハビリを希望さ
れる（退院後の生活不安がある患者
様や退院してからも自宅でのリハビ
リ継続が必要な患者様）場合に、当院
のセラピストが訪問しリハビリを最長
三ケ月間訪問リハビリを行っていま
す。

当院のセラピストが訪問することで、
病院で実施していたリハビリ内容や
課題点を共有することができるため、
より有効なリハビリが期待できます。

ご高齢の方の中には、病院で獲得し
た能力がご自宅など現実的な場面で
の応用が難しい方がおられます。そう
した場合等のサポートもお手伝いい
たします。

あなたの明日

リハビリ職の主な仕事は、身体機能の回復や動作の獲得などを専門としていますが、病院内の定
期的なカンファレンスに参加することで、患者様の抱える課題点やリハビリの進捗状況、今後の
方針について多職種で共有する機会を設けています。

リハビリ職だけでなく多職種が関わり多角的に患者様のことを考える中で、より良い支援を提供
できるように努めています。

また、カンファレンスの中でご家族様や担当されるケアマネージャー様にもお声がけし、生活環境
に合わせた動作指導や福祉用具の選定のアドバイスなどを行っています。

病院内のリハビリ提供だけで
なく、私たちの持つノウハウを
可能な限り「地域」に還元する
ために様々な活動に参加する
よう努めています。

岩倉地域包括支援センターさ
んと共同の取り組みである「健
康教室」、「公園体操」や「宝ヶ
池ウォーキング」を通して、
「医療」と「生活」をつなぐ架け
橋になれればと考え取り組ん
でいます。

いってきま～す！

しっかり膝をのばして、と・・・

ふむふむ・・・なるほど
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